




２．環境対応車開発の動向 
2.1概要 
  ：環境対応車の開発の流れ、開発技術の情況 

2.2環境対応車の構成と技術開発内容 
  ：各環境対応車の開発の動向、ポイントとなる技術、普及のための課題等を整理比較。 
  （１）電気自動車（EV） 
：EVの開発動向、普及のための課題 

  （２）ハイブリッド自動車（HEV） 
：HEVの開発動向、キーとなる技術、普及したポイント 

  （３）プラグインハイブリッド自動車（PHEV） 
：PHEV開発の流れ、HEＶ，EVと比較した技術のポイント、PHEV普及のための開
発の課題 
航続距離、電池の重さ等の課題で普及に至っていない EVの課題を解決しエンジン、
モータを、走行により切替えてかつ回生モードにより充電不要の HEV車の成功。 
PHEVでは HEVの EVモードの航続距離を伸ばし更に燃費をよくし、家庭での充電
が可能となる。これの成功の鍵は容量、体積のよくなるリチウムイオン電池が握る。 

  （４）クリーンディーゼル車 
 ：クリーンディーゼル車の技術開発の流れ、NOx、PM抑制技術がポイント 

軽油という CO２排出には有利なディーゼル車が課題であった NOx、PM排気の問題
を克服しクリーンディーゼルとして EV，HEVの対抗馬になるか 

  （４）バイオ燃料車 
  ：バイオ燃料車ブームの理由、今後の課題 
  （５）燃料電池車   
  ：燃料電池車開発プロジェクトの動向、実用化までの課題 

2.3環境対応車の開発技術 
  ：各環境対応車が抱える技術課題、普及のために進められる技術開発のポイント 
3.パワートレイン系の技術動向 
 3.1概要 
 環境対応車のパワートレイン系の開発のポイント、電力動力系により変わったポイント 
 3.2動力系の切り替え制御 
  ：ハイブリッド車中心にモータとエンジンを両立させる機構の開発内容 
 3.3駆動系技術 
 ：CVT，ATがハイブリッド車でどう変わったか、その開発内容 
従来の CVT，ATを超えてモータ、エンジンを切り替える動力伝達機構の構造と動作
を紹介 

4.動力系の技術動向 
 4.1エンジン制御技術 
  ：ハイブリッド車、ディゼルエンジン車でのエンジン技術の開発動向 

センサ技術や制御技術を取り入れ、エンジン制御にも多くの可変技術を用い、噴射時

期と点火時期をきめ細かく制御し均一な燃焼により CO2を削減することがポイント 




